
 

   
   

   



令和８年度  艦砲戦災展 

～戦火から立ち上がった釜石～ 戦災と復興の記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

本年は太平洋戦争の終戦から81年になります。釜石は終戦間際の昭和20年に、本州で初めて、

そして２度にわたる連合軍の艦砲射撃の攻撃を受けました。 

そうした惨禍に見舞われながらも、釜石は釜石製鉄所を軸にした街の復興に取り組みました。 

 

◇戦後復興 

昭和20（1945）年8月15日、日本はポツダム宣言を受諾し、終戦を迎

えました。 

昭和22（1947）年8月8日には、昭和天皇が釜石に巡幸、市内や製

鉄所などを視察し、市民を激励しました。 

翌年の昭和23（1948）年5月15日、壊滅的な被害を受けた釜石製鉄

所の第10高炉に再び火が入り、「鉄都・釜石」再興が始まりました。 

『第10高炉 復興の火入れ式』 

◇国鉄釜石線全線開通 

昭和23(1948)年のアイオン台風により山田線が寸断されました。 

これによって内陸部との鉄路を絶たれた釜石は、再び「陸の孤島」

となり、釜石線の即時着工を求めました。 

粘り強い交渉が実り、昭和23(1948)年12月に着工、昭和25(1950)年

10月10日、ついに釜石線が全線開通となりました。 

 
『全線開通を祝う市民』 

◇食糧難との闘い 

終戦は困窮生活との戦いの始まりでもありました。極端な物資の不

足、食糧の不足は市民生活を脅かしました。 

釜石は農作物を作るための耕地が少なく、終戦当時、食料の確保

は買い出しに頼るほかはありませんでした。そのため難所の仙人峠を

越え、遠野・花巻方面に買い出しに行きました。 

 『仙人峠を越える人々』 

『進駐軍による不発弾の回収』 

『被災した市街地と 

一年後の市街地』 

『昭和天皇の巡幸』 


